
表紙。 

タイトル。知ってほしい、ユニバーサルデザインのこと。 

副題。みんなですすめる、足立区のユニバーサルデザインのまちづくり。 

表紙には、ビューぼうが、右手をあげているイラストと、大人や子ども、おとしよりや、

身体の不自由なかた、性別や、話す言葉が違うかたなど、いろいろなひとのシルエットの

イラストを掲載しています。 

次のページへ進んでください 
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１ページ。 

ユニバーサルデザインってなあに。 

ビューぼうと一緒に考えてみよう。 

ビューぼうとは、美しいまちは、安全なまちを合い言葉に、足立区が、地域や、警察など

と、一体になって取組む、ビューティフルウインドウズ運動の、イメージキャラクターで

す。 

ページの中心には、ビューぼうのイラストが描かれていて、一緒に考えてみようと語りか

けています。 

ページの下のほうには、ユニバーサルデザインとは、というタイトルで次のように、ユニ

バーサルデザインについて、説明されています。 

わたしたちがくらすまちには、大人や子ども、おとしよりや身体の不自由なかた、性別や、

話す言葉が違うなど、いろいろな人が生活しています。 

ユニバーサルデザインとは、年齢、性別、国籍などに関係なく、だれにとっても、くらし

やすいまちにしようということです。 

次のページへ進んでください 
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２ページ。 

例えば、まちの中ではこんなこと。 

まちの中にあるユニバーサルデザインの紹介としてむっつの事例がイラストつきで描かれて

います。 

まず、異なる高さの水のみ場。公園などの水のみ場は、大人でも、子どもでも、車いすのか

たでも、飲みやすい高さにつくられています。 

次に、幅の広い改札口。駅の改札口は、車いすでも、大きな荷物をもっているかたでも、通

りやすい幅に、つくられているところもあります。 

次に、さまざまな機能が備わったトイレ。多目的トイレには、高齢者や、車いすのかたでも、

使いやすいようにてすりがついていたり、あかちゃんのオムツをかえるベッド、などが備わ

っています。 

次に、ひとめでわかる、図や、記号。使う言語が異なるかたでもわかるように、非常口など

を、図や、記号で、表示しています。 

次に、光や音で、知らせてくれる信号機。目が不自由なかたや子どもでも、安心して横断歩

道を渡れるように、青信号を、音で、知らせてくれます。 

次に、ふたつの高さに設置された、手すり。大人の高さの手すりと、子どもの高さの手すり

が、両方とも設置されている、階段もあります。 

ページの中ほどでは、女の子が次のように話しています。みんなうまれたときは、あかちゃ

んだけど、だんだんとしをとっていくし、病気や怪我で日常生活が不便になったりすること

もあるよね。はじめから、だれもが、どんなときでも利用しやすいようにしておくことは、

とても大切なことなのね。 

次のページへ進んでください 
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３ページ。 

ユニバーサルデザインのまちづくりの目標像をきめたよ。 

ビューぼうが左手をあげて、黒板に書いてあるまちづくりの目標像を示しています。 

まちづくりの目標像。 

おもいやりとこころづかいがあふれるまちづくり 

だれもが安心してくらせるまち、あだち。 

足立区が大切にしたい、ちょっとおせっかい 

暮らしに便利なものや、利用しやすい施設を増やすと共に、おもいやりと、こころづかいか

らうまれる、ちょっとおせっかいで、だれもが安心して暮らせるまちをつくります。 

ちょっとおせっかいのイメージとして、道に迷っている若者に、立ち話をしているおばさん

たちが、親切に教えている、イラストが描かれています。 

次のページへ進んでください 
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４ぺーじ。 

目標像を実現する、５つの柱 

ひとつめは、だれもが活動しやすい暮らしのばづくりです。 

だれもが不安を感じることなく、街中の移動や、施設などの利用が出来るよう、暮らしのば

を整えていきます。 

イメージイラストは、多様な移動手段として、エレベーターや、エスカレーター、階段と、

それぞれを利用する人が、描かれています。 

ふたつめは、だれもが使いやすいものづくりです。 

だれもが使いやすい、ユニバーサルデザインの製品を増やし、利便性の高い暮らしを実現す

るために、ものづくりを支援します。 

イメージイラストは、車いすのかたが、製品を作るかたに要望やアイデアを伝えている様子

が、描かれています。 

みっつめは、おもいやりあるひとづくりです。 

ユニバーサルデザインの普及啓発によって、おもいやりのこころを持った人を、育んでいき

ます。 

イメージイラストは、ユニバーサルデザインの研修会をしている様子が、描かれています。 

よっつめは、わかりやすく、適切なサービスや情報づくりです。 

だれもが大切な情報を、簡単に入手できるよう、だれにとってもやさしく、わかりやすいサ

ービスや情報づくりに努めます。 

イメージイラストは、いろいろな言語で書かれた案内サインを、外国のかたがみている様子

が描かれています。 

いつつめは、みんなが、参加できるしくみづくりです。 

区民の皆さんが、継続的に参加、参画できる取り組みを増やし、お年寄りや身体の不自由な

かたなど、みんなで取組む、体制づくりを進めます。 

イメージイラストは、身体の不自由なかたや、妊娠しているかたも参加して、いろいろな人々

で、会議をしている様子が描かれています。 

次のページへ進んでください 
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５ページ。 

ちょっとおせっかいな人になっちゃおう。 

ビューぼうが、困っている人を見かけたら、声をかけてお手伝いしましょうと、呼びかけて

います。 

ページの中央には、階段で、赤ちゃんを連れたお母さんに、男性が、そのベビーカーを階段

の上まで運びましょうかと、声をかけ手伝う様子と、そこに小さな女の子が、私もお手伝い

しますと、駆け寄る様子が、描かれています。 

その下の左には、電車の中で、子どもを連れたお母さんに、男性が、空いている席を教えて

いるイラストがあります。 

その隣には、立ち話をしている、年配の女性に、男性が、椅子を勧めるイラストがあります。 

さらにその隣には、キョロキョロしている女性に、何かお困りですか、と声をかける女性の

イラストが紹介されています。 

次のページへ進んでください 
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６ページ。 

こんなことから始めよう。 

ページの中央に、区民、事業者、関係団体、区役所、という文字が、上下、左右の、四つの

区分で大きく描かれています。 

事業者とは、お店や、会社を営むかたのことです。関係団体とは、町会や、商店街、教育機

関、NPO などのことです。 

それぞれに、こんなことから始めようというアイデアが、イメージイラストつきで、紹介さ

れています。 

区民には、興味を持ち、学んでみよう。さらに、身近なところから、点検して、提案しよう。

と、すすめています。 

事業者には、製品開発や、事業所内で、ユニバーサルデザインに積極的に取組み、その成果

をピーアールしよう。使うひとの身になって、店づくりや、施設づくりを考えよう。と、提

案しています。 

関係団体には、ユニバーサルデザインについてしって、みんなに広めよう。と、提案してい

ます。 

区役所は、ユニバーサルデザインを学べる工夫とその支援を行います。 

さらに、利用しやすい公共施設づくりを推進します。 

次のページへ進んでください 
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